
【第3回】
東京都太陽光発電設備
高度循環利用推進協議会

2023年3月23日（木）
10：00〜
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協議会委員
区分 団体名・企業名 役職・氏名（敬称略）

メンテナンス業者・
検査修理業者

一般社団法人 日本太陽光メンテナンス協会 幹事 増田 幹弘
一般社団法人 新エネルギーO&M協議会 専務理事 大門 敏男

取外し・解体業者 一般社団法人 東京建物解体協会 副会長 高橋 仁

収集運搬業者・
リサイクル業者 一般社団法人 東京都産業資源循環協会

株式会社浜田
経営企画室環境ソリューション研究所課長
浪越 悠介
株式会社リーテム
営業ユニット長兼営業部長
山崎 隆久

リユース業者

株式会社エヌ・ピー・シー
環境関連営業部環境営業グループ長
宇田 賢司
ネクストエナジー･アンド･リソース株式会社
社長室シニアマネージャー
小野 広弥
丸紅株式会社
電力アセットマネジメント部副部長
渡辺 剛史

ハウスメーカー 一般社団法人 住宅生産団体連合会
積水ハウス株式会社
ESG経営推進本部環境推進部課長
村井 孝嗣

モジュールメーカー 一般社団法人 太陽光発電協会 適正処理・リサイクル研究会リーダー
西堀 仁 ※サブリーダー森内様代理出席

販売・施工業者 一般社団法人 日本PVプランナー協会 常務理事兼事務局長 大槻 浩之
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Agenda

1. 開会挨拶

2. 事業者に向けた情報提供
• 取り外しマニュアル
• 収集運搬マニュアル

3. 住民に向けた情報提供
• 長く大切に使用して頂くポイント

4. その他
• 都のパネル関連予算概要
• 住民相談窓口立ち上げ

本日の次第
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（ ※建物の解体と 同時に太陽光パネルの取外し を行う 場合）

建 物 解 体 業 者 様 向 け  

使 用 済 住 宅 用 太 陽 光 パ ネ ル の  

取 り 外 し マ ニ ュ ア ル  

【 概 　 要 　 版 】  

令和５ 年

東京都環境局 

「 取り 外し 」 のほかに「 収集運搬」 のマ ニュ アルも ご 用意し て いま す。 　

また、 「 概要版」 のほかに、 関係情報・ 資料を まと めた「 資料編」 も ご用

意し ています。 併せてご活用く ださ い。  
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＜例＞ 

住 宅 用 太 陽 光 パ ネ ル の 取 り 外 し  

～ 全 体 の 流 れ ～  

使用済住宅用

太陽光パネルの 

取り 外し マニュ アル 

【 概要版】

1
パネルの処理（ リ サイク ル） 方法等を 施主と 確認 

屋根材の材質や状況など、 屋根の状況を 事前に確認 

電気系統の遮断を 電力会社等へ依頼

作業手順書、 作業者用マニュ アルの作成 

当日のツール・ ボッ ク ス・ ミ ーティ ング(TBM )で作業手順や方法、 分担を 確認 

事前の

打ち合わせ、 確認 

2
電力系統が遮断さ れているか確認

パワーコ ンディ ショ ナー、 接続箱等の遮断

落下防止のための器具を設置

安全の確保・ 確認と

機材の準備 

3 太陽光パネルの取り 外し ・ 絶縁処理 

パネルの荷下ろ し  
屋根上での作業 

4 パネルの一時保管 

収集運搬車両への積み込み 

パネルの一時保管

車両への積み込み 

5 設置し た機材等の撤去、 積込 

作業場所の清掃 

機材の片付け、

撤収 

２ ～４ について次ページ以降で、 また最後にリ

サイク ルについてご案内し ます。
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2
電力系統遮断

の確認

パワーコンディ ショ ナー、

接続箱等の遮断や

絶縁処理 

安全の確保・ 確認と 機材の準備 

使用済住宅用

太陽光パネルの 

取り 外し マニュ アル 

【 概要版】

住 宅 用 太 陽 光 パ ネ ル の 取 り 外 し  

～ 当 日 の 作 業 ～  

住宅用太陽光パネルの取り 外し の際には、 電力系統（ ≒東京電力の系統） から

遮断さ れているこ と が必要です。  

電力系統の遮断には、 電気工事士（ 一種または二種） の資格が必要です。  

系統から 切り 離さ れた設備を 撤去する作業は、 電気工事士法上の電気工事には

該当し ませんが、 太陽光パネルは系統から の遮断後も 日照により 発電するこ と

から 、 以下のよう な作業は、 電気工事に関する知識と 経験を 有するも のが行う

こ と が望まれます。

C H E C K

接続箱 -  接 続箱の開閉器をOFFにするこ と により 、 パワーコ ンディ ショ ナーを遮断 

太陽光パネル -  屋根上において、 パネル自体のケーブル（ のコ ネク タ ） と 、 接続箱に

接続さ れているケーブル（ のコ ネク タ ） を 外す、 あるいはパネル間のケーブルのコ ネ

ク タ を外すこ と により 接続箱を遮断

太陽光パネルのケーブルのコ ネク タ が破損し ている場合は、 絶縁ビニールテープを 巻

き絶縁処理
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3
パネルの取り 外し 等は高所作業になる ため、 危険な箇所を 事前に確認し 、 転倒・ 転落に注

意するこ と が必要です。 パネルの落下は、 屋根下の事故にも つながるので注意し まし ょ う 。

破損による怪我や感電を 防止するため、 保護帽、 低圧絶縁ゴム手袋、 作業着等を 着用し 、 以

下を チェ ッ ク し まし ょ う 。  

パネルの落下は、 屋根下の事故にも つながるので注意し まし ょ う 。

太陽光パネルを 破損さ せないよ う 、 撤去し て屋根から

下ろす際には十分注意し まし ょ う 。  破損し たパネルは

感電や含有物質流出のおそれがある ため水濡れを 防止

し まし ょ う 。  

屋根上での作業 

4 パネルの破損に注意 

適切な足場 墜落制止用器具 安全靴 保護帽養生シート  親綱 

C H E C K
※建物を解体せず継続し てお住まいになる場合は、 屋根の補修や防水処置が必要になり ます。
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撤去後のパネル等は、 収集運搬が行われるまで一時保管し ます。  

一時保管のスペースを 確保でき ないと き は、 収集運搬業者と 調整し 、 屋根から

降ろ し たら 直接収集車両に積み込むこ と も 必要です。

（ 積み込み方法等は「 収集運搬マニュ アルを 参照）  

5

C H E C K

発電し ないよう にブルーシート などで発電面をおおう 、 または 裏返す

などし て、 日が当たら ないよう にする 

解体時の散水などによっ て濡れないよう に注意する 

ケーブルのコ ネク タ が破損し ている 場合は、 先端は絶縁処理を し て

バッ ク シート に貼り 付けて固定する

積み上げて輸送・ 保管する際は崩れないよう に縛っ て固定する 

産業廃棄物の扱いと なるため、 廃棄物処理法に定めら れた保管基準に

し たがっ て保管する 

一 時 保 管

パネルの一時保管、 車両への積み込み 
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①環境通信輸送 ⑤リ ーテム 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

②ウム・ ヴェ ルト ・ ジャ パン ⑥浜田 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

③東京パワーテクノ ロジー ⑦東芝環境ソ リ ュ ーショ ン 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

④水海道産業 

XX-XXXX-XXXX  

リ サ イ ク ル
使用済住宅用

太陽光パネルの 

取り 外し マニュ アル 

【 概要版】

近年、 将来の本格廃棄が想定さ れるこ と から 、 首都圏においても 、 様々なリ サイク ル施設が稼働し 、 事業用太陽

光発電設備のリ サイク ルが既に行われています。  

住宅用太陽光パネルも 、 事業用太陽光発電設備同様、 リ サイク ルが可能です。  

施主様・ 元請業者様から 、 住宅用太陽光パネルの廃棄方法について相談を 受けた場合は、 ぜひリ サイク ルを ご提

案く ださ い。 リ サイク ル方法の詳細や受入条件等については、 下記のリ サイク ル施設にお問い合わせく ださ い。

また、 マニュ アル詳細版（ URL） にも 関連情報を 掲載し ていますので、 ご参照く ださ い。

リ サイク ル補助制度

•  東京都は、 住宅用太陽光パネルのリ サイク ルルート 確立

に向け、 リ サイク ル費用の一部を 補助する 制度を 、 令和

５ 年度から 開始し ます。  

•  本制度は、 使用済住宅用太陽光パネルの取り 外し ・ 撤去

を 請負う 事業者が、 取り 外し た太陽光パネルを リ サイク

ルする場合に、 費用の一部を 補助するも のです。

•  使用済住宅用太陽光パネルの取り 外し ・ 撤去を 行う 場合

は、 施主様と も ご相談の上、 リ サイク ル補助制度を ご活

用く ださ い。  

http s://www .tokyo-co2 d own .jp /

現在調整中

現在調整中
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排 出 事 業 者 様 ・

産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 者 様 向 け

使 用 済 住 宅 用 太 陽 光 パ ネ ル の

収 集 運 搬 マ ニ ュ ア ル

【 概 　 要 　 版 】

令和５ 年

東京都環境局 

「 収集運搬」 のほかに「 取り 外し 」 のマニュ アルも ご用意し ています。

また、 「 概要版」 のほかに、 関係情報・ 資料を まと めた「 資料編」 も ご

用意し ています。 併せてご活用く ださ い。
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1 と 2 について 次ページ 以降で、 ま た最後にリ サイク ル

についてご案内し ます。

住 宅 用 太 陽 光 パ ネ ル の 収 集 運 搬

～ 全 体 の 流 れ ～

使用済住宅用

太陽光パネルの

収集運搬マニュ アル

【 概　 要　 版】

1 容量・ 重量の確認

収集車両の検討
事前準備

2
パレ ッ ト の準備

パネルの積み込み

感電の防止

ケガの防止

安全の確保・ 確認と

機材の準備 
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パネルの数や重量を 事前に確認し まし ょ う

平均的な住宅用太陽光パネル（ 4 kW ） の枚数は、 2 0 枚程度です。

都内の住宅街は道路が狭いこ と も 多ため、 車両サイ ズに注意が必要です。

小回り が利く ２ ｔ の平ボディ 車を 利用し ていると いう 例も あり ます。

容 量 ・ 重 量 の 確 認

収 集 車 両 の 検 討

1 住 宅 用 太 陽 光 パ ネ ル の 収 集 運 搬

～ 事 前 準 備 ～

使用済住宅用

太陽光パネルの

収集運搬マニュ アル

【 概　 要　 版】

【 １ 枚のサイ ズ】

縦1 .4 ｍ×横1 ｍ×厚さ 0 .0 5 m

【 １ 枚の重量】

1 枚1 6 ｋ ｇ 程度（ 右図）

【 20 枚で計算し た場合】

容積： 1 .4㎥　 　 重量： 3 ２ 0 ｋ ｇ

＜サイ ズや重量の目安＞
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2 住 宅 用 太 陽 光 パ ネ ル の 収 集 運 搬

～ 当 日 の 作 業 ～

使用済住宅用

太陽光パネルの

収集運搬マニュ アル

【 概　 要　 版】

＜例＞

　 　 ひもで固定

　 　 スト レッ チフィ ルム等で簡易包装

多く のリ サイ ク ル施設で はフ ォ ーク リ フ ト を

使っ て荷下ろ し を し ます。

パレ ッ ト の上に太陽光パネルを 積んでおく と 、

効率的な荷下ろ し が可能です。

パネルはパレ ッ ト の上に積み重ねていき 、 一番上のパネルは、

受光面（ 表） を 下にする

崩れないよう に固定する

パ レ ッ ト の 準 備

パ ネ ル の 積 み 込 み
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太陽光パネルは光が当たるこ と で発電し 、 感電する危険性が生じ ます。感 電 の 防 止

太陽光パネルの破損による 怪我を 防止する ため、

保護帽、 ゴム手袋、 作業着等を 着用する

破損し たパネルは、 感電や含有物質流出のおそれ

があるため水濡れを 防止し まし ょ う 。 また、 リ サ

イク ル施設によ り 取扱いが異なる ため、 確認し ま

し ょ う 。

太陽光パネルはガラ スで覆われているため、 破損すると ケガを する危険性が生じ ます。ケ ガ の 防 止

太陽光パネルのケーブルのコ ネク タ が破損し ている場合は、

絶縁ビニールテープ等で絶縁処理さ れ、 バッ ク シート に貼り

付けて固定さ れているこ と を確認

絶縁の確認PO IN T0 2

太陽光パネルを扱う 際は低圧絶縁ゴム手袋を着用する

保護具PO IN T0 3

・ ブルーシート などで発電面をおおう

・ 受光面（ 表） を下にする

太陽光パネル発電防止対策PO IN T0 1
＜例＞
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①環境通信輸送 ⑤リ ーテム 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

②ウム・ ヴェ ルト ・ ジャ パン ⑥浜田 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

③東京パワーテクノ ロジー ⑦東芝環境ソ リ ュ ーショ ン 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

④水海道産業 

XX-XXXX-XXXX  

リ サ イ ク ル
使用済住宅用

太陽光パネルの

収集運搬マニュ アル

【 概　 要　 版】

近年、 将来の本格廃棄が想定さ れるこ と から 、 首都圏においても 、 様々なリ サイク ル施設が稼働し 、 事業用太陽

光発電設備のリ サイク ルが既に行われています。  

住宅用太陽光パネルも 、 事業用太陽光発電設備同様、 リ サイク ルが可能です。  

施主様・ 排出事業者様から 、 住宅用太陽光パネルの廃棄方法について相談を 受けた場合は、 ぜひリ サイク ルを

ご提案く ださ い。 リ サイク ル方法の詳細や受入条件等については、 下記のリ サイク ル施設にお問い合わせく ださ

い。 また、 マニュ アル詳細版（ URL） にも 関連情報を 掲載し ていますので、 ご参照く ださ い。

リ サイク ル補助制度

•  東京都は、 住宅用太陽光パネルのリ サイク ルルート 確立

に向け、 リ サイク ル費用の一部を 補助する 制度を 、 令和

５ 年度から 開始し ます。  

•  本制度は、 使用済住宅用太陽光パネルの取り 外し ・ 撤去

を 請負う 事業者が、 取り 外し た太陽光パネルを リ サイク

ルする場合に、 費用の一部を 補助するも のです。

•  使用済住宅用太陽光パネルの取り 外し ・ 撤去を 行う 場合

は、 施主様・ 排出事業者様と も ご相談の上、 リ サイク ル

補助制度を ご活用く ださ い。  

　 http s://www .tokyo-co2 d own .jp /

現在調整中

現在調整中
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住 を光

い

宅

設

発

る

用

置

電

都 皆

太

し

設

民 様

陽

て

備

の へ

住宅用太陽光発電設備を 設置し ている 都民の皆様へ 

住 宅 用 太 陽 光 発 電 設 備 を  

長 く ・ 大 切 に 使 う た め に  

　 東京都は、 太陽光発電事業に関連する事業者等で構成する「 東京都太陽光

発電設備高度循環利用推進協議会」 （ 以下「 協議会」 と いう 。 ） を設置し 、

太陽光発電設備の高度循環利用を推進し ています。  

　 協議会と 連携し 、 都民の皆さ まに太陽光発電設備を長く ・ 大切に使っ てい

ただく ためのポイ ント を取り まと めまし た。  

　 最初の一歩と し て、 ごく 基本的な内容をわかり やすく 平易に記載し ていま

す。 太陽光発電設備を長く ・ 大切に使っ ていただく ための一助と なれば幸い

です。  

令和５ 年 

東京都環境局 
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住 宅 用 太 陽 光 発 電 設 備 を  

長 く ・ 大 切 に 使 う た め に  1

まず、 はじ めに まず、 はじ めに 安全のために気を つけるこ と  

鳥の巣や糞

屋根上の作業

取扱説明書、 保証書、 連系の契約書等の書

類は 紛失し な いよ う 、 し っ かり と 保管し ま

し ょ う  。

システムに不具合が発生し たり 、 エラ ーが表

示さ れた際に、 ど こ に問い合わせる かを 確

認し ておき まし ょ う  。

屋根に鳥がいる こ と が多い場合、 稀にパネ

ルの陰に鳥が巣を つく るこ と があり ます。  

パネ ルの確認や清掃

な ど 屋根に 上っ て 行

う 作業は専門の業者

に依頼し まし ょ う 。  

相談先の確認

書類の保管

販売店・ 工務店・ 太陽光発電シス テムメ ー

カ ーな ど が相談先の候補と し て 考え ら れま

す 。

鳥の巣や糞によ っ て、 発火する おそれがあ

り ます。 専門業者に確認を 依頼し まし ょ う 。  

17

参考情報として記載
「※鳥の巣は不具合の原因となる可能性もあるので、注意が必要です。」

案



住 宅 用 太 陽 光 発 電 設 備 を  

長 く ・ 大 切 に 使 う た め に  22

P O I N T

発電電力量は天候や日射量の影響を受けます。 年間日射量は1 0 ％程度変動するこ と も あり ます。

発電電力量は発電モニタ (※)などで確認するこ と ができ ます。  

※直接太陽光パネルを 確認するために屋根の上に登るのは危険です。

月間発電電力量が、 業者提供の発電シミ ュ レ ーショ ン 値や前年同月値と 比べて、 ２ ５ ％程度低下

するよう な場合には、 何ら かの不具合が生じ ている可能性があり ますので、 不具合の可能性が気

になる場合は、 販売店・ 工務店・ 太陽光発電システムメ ーカ ーなどに相談をし まし ょ う 。

年に１ 回、 年間の発電電力量を 合計し 、 前年１ 年間の発電電力量

から 大き く 減っ ていないか確認し まし ょ う 。  

毎月、 前年同月の月間発電電力量と 比較し て極端に発電電力量が

減っ ていないか確認し まし ょ う 。  

発電電力量を チェ ッ ク し まし ょ う  発電電力量を チェ ッ ク し まし ょ う  

※パワーコ ン ディ ショ ナーの機種によ って異なり ます。 取扱説明書等で確認し

てく ださ い。

18

案



住 宅 用 太 陽 光 発 電 設 備 を  

長 く ・ 大 切 に 使 う た め に  33

※パワーコ ンディ ショ ナーにエラ ーが表示さ れたら  ※パワーコ ンディ ショ ナーの修理・ 交換など

発電や機器に関する 異常がある と 、 パワーコ ン ディ ショ ナーにエ

ラ ーコ ード が出るこ と があり ます。

エラ ーコ ード が表示さ れた際はパワーコ ンディ ショ ナーの取扱説明

書を 確認し 、 再起動等を 行います。 必要に応じ て、 販売店・ 工務

店・ 太陽光発電システムメ ーカ ーなどに相談し まし ょ う 。  

住宅用太陽光発電の固定価格買取制度は10 年で終了しますが、そ

の後も 、「 発電した電気を自宅で使う 自家消費」 、「 民間事業者によ

る余剰電力買取り」 、「 蓄電池導入による夜間電力利用」 等のメリッ

ト が継続します。故障や不具合の際には、販売店などに修理や交換

等をご相談く ださい。

パワーコンディ ショ ナを更新する場合、都はその

経費及び工事費の一部を助成しています。詳しく

は「 太陽光発電システムに係るパワーコンディ ショ

ナ更新費用助成事業」 をご覧く ださい。

定期的な点検 定期的な点検 

定期的な点検 

一般的な住宅地では、定期的に屋根に登って掃除する必要はほと んどありませんが、

「 設置1年後」 、「 5 年後」 、その後は「 ４ ～５ 年に1度」 の定期点検が推奨さ れています。

点検項目は、 設置年数や使用・ 故障状況により 異なり ます。  

販売店・ 工務店・ 太陽光発電システムメ ーカ ーなど専門業者に相談し てく ださ い。  

19

「蓄電池導入による発電した電力の夜間利用」、
「民間事業者への余剰電力売電」

案



44
取 り 外 し て 処 分 す る 場 合 は

「 リ サ イ ク ル 」  

近年、 将来の本格廃棄が想定さ れるこ と から 、 首都圏においても 、 様々なリ サイクル施設が

稼働し 、 アルミ やガラスを分離して再利用するリ サイクルが既に行われています。

太陽光パネルを取り 外し て処分する場合は、 取り 外し を依頼する業者に相談し 、 リ サイクル

をお願いいたし ます。 リ サイクル方法の詳細や受入条件等については、 下記のリ サイクル施

設にお問い合わせく ださ い。 また、 取り 外し マニュ アル詳細版（ URL） にも 関連情報を掲載

していますので、 ご参照く ださ い。

リ サイクル補助制度

•  東京都は、 住宅用太陽光パネルのリ サイク ルルート 確立に向け、 リ

サイク ル費用の一部を 補助する 制度を 、 令和５ 年度から 5 年間実施

し ます。

•  本制度は、 住宅オーナー様から 使用済住宅用太陽光パネルの取り 外

し ・ 撤去の委託を 受けた事業者が、 取り 外し た太陽光パネルを リ サ

イク ルする場合に、 リ サイク ル費用の一部を 補助するも のです。

•  使用済住宅用太陽光パネルの取り 外し を 行う 場合は、 取り 外し を 依

頼する業者に相談し 、 リ サイク ル補助制度を ご活用く ださ い。

　 http s://www .tokyo-co2 d own .jp /

①環境通信輸送 ⑤リ ーテム 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

②ウム・ ヴェ ルト ・ ジャ パン ⑥浜田 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

③東京パワーテクノ ロジー ⑦東芝環境ソ リ ュ ーショ ン 

XX-XXXX-XXXX  X X-XXXX-XXXX  

④水海道産業 

XX-XXXX-XXXX  

現在調整中

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

現在調整中
※使用済太陽光パネルの取り 外し を 行っ た後、 建物を 解体せず継続し てお住まいになる 場合は、 屋根の補修や防水処置

が必要になり ますのでご注意く ださ い。

20

調整中

調整中

調整中

案
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住 宅 用 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム （ 例 ）  55

住宅用太陽光発電システムはパネル（ モジュ ール） を 含め、  住宅用太陽光発電システムはパネル（ モジュ ール） を 含め、  
以下のよう なも ので構成さ れています。  以下のよう なも ので構成さ れています。  

太陽電池モジュ ール

（ 太陽光パネル）  

分電盤 

電力量計 

パワーコ ンディ ショ ナー 

接続箱 

電力モニタ  

蓄電池 

太陽の光を 直流の電気に

変換する装置

電気を 住宅内の回路に

接続する装置

電力会社から 買っ た電力や売っ た

電力の量を計量する装置

太陽光パネ ルから の配線を

まと めてパワーコ ン ディ ショ

ナーに送る装置

発電量や消費電力量など を

表示するこ と ができ る装置

発 電 し た 電 気 を

ためておく 装置
太陽光パネルで発電し た直流の

電気を交流に変換する機械。  

21
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令和５年度
（2023年度）

東京都予算案の概要

令和５年２月
東 京 都

22

抜粋版



Ⅵ 脱炭素社会の実現 スマート シティ

１ ゼロエミッション東京の実現 ⑤1,822億円（④692億円）

2050年の「ゼロエミッション東京」の実現に向け、都内温室効果ガス排出量を2030年
までに50％削減（2000年比）することを目指し、エネルギー安全保障の観点からも不
可欠な脱炭素化施策を強力に推進して、「未来を拓くグリーンでレジリエントな世界都
市・東京」につなげていきます。

Well-to-Wheelにおけるゼロエミッションが実現

ＺＥＶの普及促進

再生可能エネルギーを基幹エネルギーに

再生可能エネルギーの導入拡大

家庭・業務部門含め全ての主体で省エネ行動を加速

省エネルギー対策

グリーン水素を脱炭素社会実現の柱に

水素エネルギーの普及拡大

環境確保条例の改正を梃に更なる省エネ・再エネ利用等を牽引

排出量
50%削減

消費量
50%削減

利用割合
50%程度

［ 温室効果ガス ］ ［ エネルギー ］ ［ 再エネ電力 ］ ［ 太陽光発電 ］

200万
kW以上

［ 自動車 ］

水素ステーション
150か所

［ 水素 ］ ［ リサイクル ］

一般廃棄物の
リサイクル率
37%

［ 廃プラスチック ］ ［ 食品ロス ］

50%
削減

脱炭素化の取組を通じて、荷主や船会社から
選ばれ続ける港湾を実現

東京港のＣＮＰ形成等に向けた取組

持続可能な資源利用を実現し、
サーキュラーエコノミーへ移行

プラスチック対策・食品ロス対策

主な2030年目標

焼却量
40%削減

新規販売乗用車
非ガソリン化
100%
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Ⅵ 脱炭素社会の実現

 改正環境確保条例の円滑な施行に向けた支援策 ⑤780億円（➃355億円）

 建築物環境報告書制度推進事業【環境】 ⑤34億円（④補正計上）
建築物環境報告書制度への対応が必要な事業者に対して、取組内容に応じた補助を実施

・ハウスメーカーなどの事業者に対して、中小規模新築建物（住宅等）への断熱・省エネ性能の確保、
ＰＶ等の設置の義務付け・誘導を行う仕組み

建築物環境報告書制度

主な事業・補助対象 ５年度

ＰＶ単独導入
太陽光 5,000 件

19億円
機能性ＰＶ上乗せ*１ 5,000 件

蓄電池・Ｖ２Ｈ
蓄電池 1,100 件

11億円
Ｖ２Ｈ*２ 330 件

ハウスメーカー
デベロッパー

建築主等
（都民・事業者）

体制整備・ＰＶ等設置の支援

販売・購入等

＊１ 通常のＰＶを設置できない住宅にも設置可能な軽量・小型ＰＶなど、東京の地域特性に対応した機能を有する製品の設置を支援
＊２ ＺＥＶに搭載された電池から家庭に電力を供給できる機器

新制度に参画する事業者に対して、ＰＶ等設置への支援を行い、率先的な取組を加速

新築中小建物への太陽光発電設備の設置等を義務づける全国初の制度を多彩な支援により推進

・事業計画の提出を前提に、再エネ機器の導入を一括補助

・都内ＣＯ₂排出量の７割が建物でのエネルギー使用に起因
・2050年時点では、建物ストックの約半数（住宅は７割）

が今後新築される建物に置き換わる見込み
→2050年の東京の姿を形作る新築建物への対策が
極めて重要

・家庭部門のエネルギー消費量は、2000 年度比で唯一増加
→一層の対策強化が必要

・都内の住宅屋根への太陽光発電設備設置量は限定的
→大都市東京ならではの強み “屋根” を最大限活用

東京の姿を左右する建物対策

東京の大きなポテンシャル ”屋根”

都内住宅の状況（2050年に向けた推移）

 東京ゼロエミ住宅導入促進事業【環境】 ⑤244億円（④108億円）
東京の地域特性を踏まえた省エネ性能の高い住宅を普及させるため、都が定める基準を満たす
新築住宅に対して、水準に応じた補助を実施

部門別最終エネルギー消費の推移都内の太陽光発電設備
設置割合

・太陽光発電設備（ＰＶ）などの機器設置に資する支援策を拡充し、都民の選択肢を拡大
・新制度の総合窓口の運営やパネルリサイクルなどのソフト支援を充実し、都民の不安を払拭
・令和５年度は、年間の新築住宅着工棟数の約半数の2.3万棟分のＰＶ設置を支援

＊新築建築物再生可能エネルギー設備設置等推進基金（仮称）を充当するなど、財政面からも着実な対応を推進

都内ＣＯ₂排出量部門別構成比

2020年度
速報値 41.2％

業務部門

16.5％
運輸部門

3.4％
廃棄物部門

32.3％
家庭部門

産業部門
6.7％ 新

築

既
存

現在 2030 2050

●年間約4.6万棟着工*
（98%が2,000㎡未満）

●現ストックは約200万棟

2030年までに約40万棟

2050年までに約130万棟が
新築

＊新築時のゼロエミ仕様

2050年残存は約70万棟
＊リフォーム時などに、

再エネ・省エネを促進

設置あり
4.24％

（95,486棟）

建物総数
2,250,915棟

（2019年度調査）

＊過去10年間の平均着工棟数を基に算出

40

60

80

100

120

2000 2005 2010 2015 2020

家庭部門

業務部門

運輸部門
産業部門

（2000年度=100）

（年度）
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 災害にも強く健康にも資する断熱・太陽光住宅普及拡大事業【環境】
⑤496億円（④247億円）

都内住宅の断熱性向上や太陽光発電設備等の設置を進め、省エネで、災害にも強く、健康にも
資する断熱・太陽光住宅の普及拡大を促進

 住宅用太陽光発電初期費用ゼロ促進の増強事業【環境】 ⑤0.4億円（④補正計上）
初期費用ゼロで太陽光発電設備等を設置する事業者に対して助成し、サービス利用料の低減等
を通じて住宅所有者へ還元

太陽光発電 窓・ドア・床等

蓄電池
Ｖ２Ｈ

エコキュート

＜イメージ＞

既存住宅等への太陽光発電設備などの導入を促進し、環境＋レジリエンス＋健康を満たす住宅へ

 建築物環境報告書制度の円滑な施行に向けた普及啓発等【環境】 ⑤４億円（④補正計上）
新制度の普及啓発として、総合窓口の運営や多面的な広報活動を展開するとともに、都民・事
業者へアドバイザリー支援を実施するほか、制度施行に先駆けて、制度適合を図る意欲的な
リーディング企業を表彰

新  太陽光パネル高度循環利用の推進【環境】 ⑤１億円（新規）
関係事業者で構成する協議会と連携し、住宅用太陽光発電設備のリサイクル支援や高度循環利
用に係る普及啓発を実施（規模︓870件（５か年））

 太陽光発電及び蓄電池グループ購入促進事業【環境】 ⑤0.1億円（④補正計上）
都と協定を締結する事業者が購入希望者を募集し、一括発注を行うことで、購入価格の低減を
図る仕組みを構築

 集合住宅における再エネ電気導入先行実装事業【環境】 ⑤0.3億円（④補正計上）
再エネ高圧一括受電への切替支援等を行い、集合住宅の再生可能エネルギー100％電力導入を
促進

天井・床等への断熱材

主な事業・補助対象 ５年度

既存住宅
省エネ改修

窓・ドア（高断熱化） 各50,000 戸
【新設】壁・屋根・天井・床断熱 10,000 戸

熱と電気の
有効利用

【新設】エコキュート(ＰＶセット) 2,000 件
太陽熱・地中熱 64 件

蓄電池導入 蓄電池 13,800 件
Ｖ２Ｈ導入 Ｖ２Ｈ 1,724 件

ＰＶ
単独導入

太陽光 13,500 件
【新設】機能性ＰＶ上乗せ 3,045 件

パワコン更新 11,280 件

・令和５年度予算では、ＰＶのみを導入する場合にも補助を開始するほか、ＰＶと組み合わせる場合の
エコキュートの導入、壁などの断熱改修への補助など、取組を充実・強化
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トップページ > 都政情報 > 報道発表 > これまでの報道発表 > 報道発表／令和4年（2022年） > 12月 > 太陽光発電、断熱・省エネ性能の電話相談窓
口

  2022年12月22日  環境局, 公益財団法人東京都環境公社

新築住宅等を対象とした太陽光発電、断熱・省エネ性能に関する新しい制度等に係るワンストップ総合
電話相談窓口を開設します

東京都は、2030年までに温室効果ガス排出量を50％削減するカーボンハーフを目指した取組を進めています。こうした背景のもと、令和7年4月から新
築住宅等への太陽光発電設備の設置や断熱・省エネ性能の確保等を義務付ける新たな制度（建築物環境報告書制度）を導入します。
新制度の円滑な施行に向け、新制度についてのお問い合わせや、住宅の断熱・省エネや再エネ設備に係る各種補助制度、太陽光発電に関する一般的なお
問い合わせを受け付ける総合電話相談窓口を開設しますので、お知らせいたします。

1 開設日

令和5年1月4日（水曜日）

2 相談窓口

東京都地球温暖化防止活動推進センター（クール・ネット東京）
電話 03-5990-5236（受付時間︓平日9時00分〜17時00分）

3 相談受付内容

新制度及び支援策の概要

太陽光発電に係る一般的な内容

住宅の断熱・省エネや再エネ設備に係る各種補助制度 など

※事業所向けの節電・省エネ、再エネ等に関する相談窓口も令和5年1月4日に開設しますのでご活用ください。（クール・ネット東京︓電話 03-5990-
5239）

参考

新制度や各種補助制度等については環境局ホームページにも掲載しています。

本件は、「『未来の東京』戦略」を推進する事業です。
戦略14 ゼロエミッション東京戦略

問い合わせ先
（事業の概要）
環境局気候変動対策部環境都市づくり課
電話 03-5388-3440
（総合相談窓口）
公益財団法人東京都環境公社東京都地球温暖化防止活動推進センター（クール・ネット東京）
電話 03-5990-5061
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